
 

 

 

 

 

 

 

岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する基本計画 

「第４次さんかくプラン」の数値目標 

及び成果指標に係る現状値  

 

 

(平成２９年度) 

 

 

～性別にかかわらず、住みよいまち、住みたいまちを目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 

 

岡山市市民協働局女性が輝くまちづくり推進課 

 



 

凡  例 
 

「さんかく条例」      ＝岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例 
             （平成 13 年 6 月制定。 

同年 10 月一部施行、平成 14 年 4 月全部施行） 
 
「さんかくプラン」    ＝岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する基本計画 

   （平成 14 年 3 月策定。計画期間は平成 14 年度からの 5 年間） 
 
「新さんかくプラン」  ＝岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する基本計画 

   （平成 19 年 3 月策定。計画期間は平成 19 年度からの 5 年間） 
 
「第３次さんかくプラン」＝岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する基本計画 

   （平成 24 年 3 月策定。計画期間は平成 24 年度からの 5 年間） 

 
「第４次さんかくプラン」＝岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する基本計画 

   （平成 29 年 3 月策定。計画期間は平成 29 年度からの 5 年間） 
 
「さんかく岡山」    ＝岡山市男女共同参画社会推進センター 

   （平成 12 年 4 月オープン） 
 
「さんかくウイーク」  ＝岡山市男女共同参画推進週間 

   （「さんかく条例」により設置。6 月 21 日～27 日までの一週間） 
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１ 

Ⅰ 第４次さんかくプランの効き目を測る 

 

 

１ プランの効き目を測って市民と市政のかけ橋に 

行政の取組だけでは、政策を実現することはできません。とりわけ、男

女共同参画社会の実現は、市民一人ひとりが理解を深め、市民の皆さんを

はじめ、地域団体やＮＰＯ、企業など地域の多様な主体による主体的な活

動と協働した取組を進めることが不可欠です。 

こうしたパートナーシップによる協働の取組を推進していくためには、

政策の内容や方向性、目標など自治の基本となる事項について、それぞれ

の主体が共通の理解と認識を持つことが必要です。 

そこで、「第４次さんかくプラン」では、「第３次さんかくプラン」に

引き続き、身近な指標を使って男女共同参画社会の進展の度合いをわかり

やすく示すとともに、その情報を市民の皆さんに提供することで、男女共

同参画社会の実現に向けた取組への市民参加の促進をめざしています。 

 

２ 「何をしたか」から「どんな成果が得られたか」へ 

「第４次さんかくプラン（体系は２ページを参照）」に基づいて、市民

・事業者・市の行うさまざまな取組が、市民生活の中にどのように浸透し、

成果として現れたのかを見るために、活動量や活動実績を測る指標（数値

目標）だけではなく、どんな成果が生み出されたかを測る指標（成果指標）

を設定しています。（５～６ページを参照） 

平成２９年度に数値目標と成果指標の現状値調査を行い、平成３０年度

から、これらをもとに公開を前提とした評価を行います。 

 



２ 

■基本目標 ■重点目標 ■施策の方向性 

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
く
「
住
み
よ
い
ま
ち
、
住
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た
い
ま
ち
」
の
実
現 

 
 
 

性別に 
かかわらず、 
一人ひとりの 
人権が尊重 
され安心 

して暮らせる 
明るいまち 
の実現 

 
 
 

性別に 
かかわらず、 
多様な意見が 
生かされ 
互いの 
生き方を 
認め合える 
まちの実現 

 
 
 

性別に 
かかわらず、 
誰もが能力を 
発揮し活躍 
できる 

活力あるまち 
の実現 

（女性活躍推
進計画） 
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１ 個人としての 
尊厳の尊重及び 
性別に基づいて 
起こる人権侵害禁止 

２ 配偶者等からの 
  暴力防止及び 
  被害者支援の推進 
  （ＤＶ対策基本計画） 

 
４ 固定的な 
  性別役割分担の解消 

 

５ 国際的な取組に 
  ついての理解 
  及び協調、連携  

６ 市と市民等との 
  パートナーシップ 
  による協働   

 
７ 仕事と生活の 
  調和の推進     

 

９ 政策・方針の 
  決定過程への 
  男女共同参画の促進  

３ 性と生殖の健康と 
  権利の確保及び 
  生涯を通じた健康 
  支援  

８ 働く場における 
  女性の活躍推進 

 (１)男女共同参画を推進する教育・学習の充実 

 (２)女性の人権を尊重した表現の推進のための基盤 

づくり 

 (３)性別に関わるハラスメントの防止及び困難を 

抱える人への支援 

 (１)暴力の未然防止・再発防止のための取組の推進 

 (２)被害者の早期発見及び相談体制の充実と関係 

機関等の連携 

 (３)被害者の保護・自立に向けての支援の充実 

 (１)性と生殖の健康と権利に関する理解の促進 

 (２)生涯を通じた健康づくりに対する支援 

 (３)健康をおびやかす問題についての対策の推進 

 (１)男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の 

見直し 

 (２)女性の参画の少ない分野における対策の推進 

 (３)男女共同参画の視点に立った広報・情報提供の 

促進 

 (１)男女共同参画に関する世界の取組についての  
理解と国際協力・交流の促進 

 (２)岡山市に暮らす外国人の地域社会への参画促進 

 (１)市民協働による男女共同参画の一層の推進 

 (２)地域活動への参画の促進 

 (３)男女共同参画社会推進センター「さんかく岡山」

の機能の充実 

 (１)長時間労働の見直しと多様で柔軟な働き方の推進 

 (２)仕事と妊娠・出産・子育てを両立するための   
支援策の充実 

 (３)仕事と介護を両立するための支援策の充実 

 (４)子育てや介護など家庭生活への男性の参画促進 

 (１)女性の希望に応じた働き方や再就職への支援 

 (２)誰もが能力を発揮できる職場環境づくりの推進 

 (３)働く場における労働者の均等な機会と待遇の  

確保 

 (１)行政分野における女性の参画促進 

 (２)企業、教育機関、その他の各種機関・団体等   
における女性の能力発揮のための取組の推進 

 (３)農林水産業における政策・方針決定過程への  
女性の参画の拡大 

 Ⅱ 第４次さんかくプランの体系図 



３ 

 ① 幼児期からの男女共同参画の視点を入れた学習の推進  ② 教職員・市職員の男女共同参画に関する理解の促進  
 ③ 男女共同参画を推進する人材の養成と活用         ④ 家庭や地域における男女共同参画に関する学習機会の提供  
⑤ 男女共同参画に関する法令や条例の趣旨の周知 

 ① 情報教育の推進 ② 社会環境浄化のための活動の推進 

 ① 性別に関わるハラスメントの防止に向けた取組の促進 ② ひとり親家庭の自立への支援 ③ 女性や子どもの貧困対策の推進 

 ① 市民へのＤＶ防止啓発の推進 ② 学校における男女共同参画や人権教育の推進 ③ 再発防止に向けての調査・研究 

 ① 被害者を早期に発見するための環境づくり ② 配偶者暴力相談支援センターを中心とした相談体制の充実  

 ③ 男性からの相談に対する体制の整備    ④ 関係機関や団体との連携・協力体制の強化  ⑤ 苦情への迅速かつ適切な対応の推進 

 ① 被害者の保護のための支援 ② 住居確保や司法的な解決に向けた支援 ③ 経済的自立のための支援 
④ 心の回復に向けた支援     ⑤ 子どもや高齢者に向けた支援          ⑥ 個人情報の保護   

① 性の多様性についての理解促進    ② 女性の健康問題や妊孕
にんよう

性
せい

（P33 参照）についての啓発及び支援  

③ 学校における性に関する指導の充実  ④ 性に関する学習機会の充実 

  

 ① HIV／エイズや性感染症に関する教育の推進と予防のための啓発 ② 薬物乱用防止教育の充実 

 ① 地域・家庭・職場における固定的な性別役割分担意識の是正のための啓発 ② 苦情や相談を通じた市政の見直し 

 
①  

 ① 男女共同参画の視点からの市の広報ガイドラインの活用 ② 多様な媒体を通じた広報・啓発活動の推進  
 ③ 市民意識・実態調査の定期的な実施            ④ 男女共同参画社会の形成に資する統計情報の収集・整備・提供  

 ① 世界の動きや国際的な取組等についての情報提供及び啓発 

 ① 外国人のための相談、情報提供の充実 ② 国際理解・交流活動の推進 ③ 外国人の意見が反映される市政運営 

 ① 審議会や実行委員会への市民の参画の推進     ② 男女共同参画推進週間（さんかくウイーク）への参画の促進  
 ③ 多様な団体等の連携による広報・啓発活動の推進 

 ① 地域活動への参加促進のための学習機会等の充実と支援 ② 持続可能な開発のための教育（ESD）の推進 

 ① 市民協働の活動拠点としての場と情報の提供 

 ① 企業等の経営者や管理職の意識改革に向けた啓発 ② 企業等における働き方改革の促進 ③ 市職員の働き方改革 
 ④ 女性活躍推進法等関係法令や制度の周知     

① 保育等サービスの充実   ② 放課後児童対策の充実 ③ 地域の子育て支援体制の充実 ④ 子育てに関する相談支援体制の充実 
 ⑤ 育児休業等の制度の定着促進 ⑥ マタハラ等ハラスメントの防止に向けた取組の促進 

① 介護に関する相談体制の充実    ② 介護休業等の制度の定着促進    ③ 地域の介護支援体制の充実 

 ① 男性の家事や子育てへの参加の支援・促進    ② 男性の介護への参加の支援    ③ 男性のための相談体制の整備 

 ① 女性のキャリア形成への支援 ② 女性の再就職への支援 ③ 女性の創業への支援 

① 企業等における女性活躍促進に向けた啓発  ② 企業等の優れた取組の情報発信及び顕彰の充実 
 ③ 企業や関係機関、団体等の連携の強化 

① 男女雇用機会均等法、パートタイム労働者や派遣労働者に関する関係法令の周知    
 ② 農林漁業従事者、関係機関、団体等への意識啓発 

① 市の審議会等における女性委員参画状況の定期的な把握と目標の達成 ② 女性の市職員の管理職への登用  

 ① 企業や各種団体等における女性の能力発揮のための積極的取組（ポジティブ・アクション）への働きかけ  
 ② 方針決定過程への女性の参画の促進 

 ① 農林水産業における女性の参画目標の策定と早期達成 ② 女性の能力開発と適正な評価 ③ 農業委員会等への女性の登用の促進 

■具体的施策  
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Ⅲ 身近な指標が映す“さんかく都市” 

（平成２９年度～平成３３年度） 

 

 

～性別にかかわらず、住みよいまち、住みたいまちの視点から～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「第4次さんかくプラン」では、数値目標と成果指標を設定しています。 

平成 29年度に数値目標及び成果指標の現状値を調査し、公開を前提とした評価を平成30年度か

ら毎年行います。 

 

 

 

 

 

数値目標一覧 

重 点 目 標 数 値 目 標 

目 標 値 

ページ H29 

現状値 
目標値（H33） 

１ 

個人としての尊厳の尊重及

び性別に基づいて起こる人

権侵害禁止 

① 
小中学校において男女平等の内容を含んだ授業を

実施したクラスの割合 
100％ 100％ 7 

② 

保育所・幼稚園・認定こども園において男女平等

の視点から保育・教育や保護者への啓発に取り組

んだ園の割合 

100％ 100% 7 

③ 「さんかくカレッジ」講座内容の情報発信回数 ― 毎年 15回以上 7 

④ 
市の実施する性別に関わるハラスメント研修・出

前講座の受講者数 
678人 

毎年 

700人以上 
8 

２ 

配偶者等からの暴力防止及

び被害者支援の推進 

（DV 対策基本計画） 

⑤ 
市の実施するDV・デートDV防止啓発講座等の

受講者数 
561人 

毎年 

500人以上 
11 

３ 

性と生殖の健康と権利の確 

保及び生涯を通じた健康支援 

⑥ 
市の実施するエイズ・性感染症・性教育に関する

出前講座開催数 
77回 

毎年 

80 回以上 
14 

４ 

固定的な性別役割分担の解消 
⑦ 

市の実施する固定的な性別役割分担意識を解消す

るための啓発講座の受講者数＊１ 
7,967人 

毎年 

6,000 人以上 
16 

５ 

国際的な取組についての理

解及び協調、連携 

⑧ 
市の実施する世界の動きや国際的な取組について

の講座・研修の受講者数 
878人 

毎年 

300人以上 
18 

６ 

市と市民等とのパートナー

シップによる協働 

⑨ 「さんかくウイーク」への参加者数 4,782人 
毎年 

3,000 人以上 
20 

⑩ 
「さんかくウイーク」への「さんかく岡山」登録

団体の参加率 
38.9％ 50% 20 

７ 

仕事と生活の調和の推進 

⑪ 保育所等の待機児童数 849人 ０人 22 

⑫ 市の実施する男性管理職向けセミナーの受講者数 109人 
毎年 

100人以上 
22 

⑬ 
放課後児童クラブの入所希望に対する入所児童の

割合 
79.7％ 100％ 22 

８ 

働く場における女性の活躍

推進 

⑭ 
市の実施する企業における女性活躍推進の啓発講

座等の受講者数 
370人 

毎年 

300人以上 
25 

⑮ 
市の実施する再就職支援講座受講者のうち就職に

向けて活動した人の割合 
60.5% 

毎年 

80％以上 
25 

９ 

政策・方針の決定過程への

男女共同参画の促進 

⑯ 市の審議会委員の割合 

女性

41.9% 

男性

58.1％ 

いずれの性の委員も 

40%以上 
27 

⑰ 市職員の女性管理職の割合＊２ 10.6％ 15% 27 

 

 

数値目標及び成果指標一覧 

＊１ 啓発講座の受講者数：「さんかくウイーク」の行事として開催される啓発講座の受講者数を含む。 

＊２ 市職員の女性管理職の割合：ここでいう管理職とは教職員を除く課長相当職以上の職員を指す。 

数値目標  ・・・行政が事業を行ううえで目標とする数値のこと。 

 

成果指標  ・・・男女共同参画社会の進展の度合いを測る目安となるもの。 

※成果指標は、全ての取組の効果だけでなく、社会情勢によっても変動するため、 

目標とする数値は設けずに、全てが向上することをめざしている。 

５ 



 

 

成果指標一覧 

重 点 目 標 成 果 指 標 定 義 ページ 

１ 

個人としての尊厳

の尊重及び性別に

基づいて起こる人

権侵害禁止 

A 小中学生の男女平等感 
学校生活で男女が平等に扱われていると感じる児

童・生徒の割合 
8 

B 
「男女共同参画社会」という言葉 

の認知度 

「男女共同参画社会」という言葉の意味を知ってい

る人の割合 
9 

C 
子どものインターネット使用にお

けるフィルタリング普及率 

18 歳未満の子どものインターネット使用におい

て、有害情報のフィルタリングを利用している、ま

たは利用したいと考える人の割合 

9 

D 
職場における性別に関わるハラス

メントへの対応度 

職場でセクハラなど性別に関わるハラスメントが

発生した場合の相談体制や対応マニュアルがある

事業者の割合 

10 

２ 

配偶者等からの暴

力防止及び被害者

支援の推進 

（DV 対策基本計

画） 

E 公的相談機関の周知度 

市内にあるＤＶの専門的な相談機関（市男女共同参

画相談支援センター・女性相談所・ウィズセンター）

を知っている人の割合 

11 

F DV・デートDVに対する認識度 

配偶者・パートナーや交際相手からの身体的暴力、

精神的暴力等の行為は、重大な人権侵害行為である

と認識する人の割合 

12 

３ 

性と生殖の健康と

権利の確保及び生

涯を通じた健康支

援 

G 中学生の性に関する相談の充実度 
性についての悩みを相談できる大人を身近に持つ

中学生の割合  
14 

H 健康診査（健診）の受診率 過去１年間に健康診査（健診）を受診した人の割合 14 

I 「LGBT」という言葉の認知度  「LGBT」という言葉の意味を知っている人の割合 15 

４ 

固定的な性別役割

分担の解消 

J 
固定的な性別役割分担意識の 

解消度 

「男は仕事、女は家庭」という考え方に否定的な人

の割合 
16 

K 男性の家事、子育て分担割合 男性が担っている家事、子育ての割合 16 

L 
事業者における固定的な性別役割

分担の解消度 

来客があった際に、男性社員も女性社員もお茶を出

す事業者の割合 
17 

５ 

国際的な取組につ

いての理解及び協

調、連携 

M 
「ジェンダー」という言葉の認知

度 

「ジェンダー」という言葉の意味を知っている人の

割合 
18 

N 
岡山市に住み続けたい外国人の割

合 

これからも岡山市に住み続けたいと思う外国人の

割合 
18 

６ 

市と市民等とのパ

ートナーシップに

よる協働 

O 「さんかくウイーク」の認知度 
「さんかくウイーク」の行事へ参加したことがある、  

または「さんかくウイーク」を知っている人の割合  
20 

P 「さんかく岡山」の事業内容の認知度  「さんかく岡山」の事業内容を知っている人の割合 21 

７ 

仕事と生活の調和

の推進 

Q 父親の育児への積極的参加率＊１ ３歳児の父親が積極的に育児に参加している割合  23 

R 男性の介護参加率 介護経験のある男性の割合 23 

S 仕事と生活とのバランスの満足度  仕事と生活とのバランスがとれていると思う人の割合  23 

８ 

働く場における女

性の活躍推進 

T 
女性管理職を増やす取組を行って

いる事業者の割合 

女性管理職を増やすために具体的な取組を行って

いる事業者の割合 
25 

９ 

政策・方針の決定

過程への男女共同

参画の促進 

U 単位町内会長の女性の割合 単位町内会長に占める女性の割合 27 

V PTA会長の女性の割合 
市内の小学校・中学校のPTA会長に占める女性の

割合 
28 

      
＊１ 父親の育児への積極的参加率：３歳児健診対象者へのアンケートで数値を把握。 

６ 



重点目標１ 個人としての尊厳の尊重及び性別に基づいて起こる人権侵害禁止 

 

■数値目標の現状値 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

小学校 100％ 100％ 

中学校 100％ 100％ 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成2８年度中に全ての市立小中学校の全クラス（小学校89校の1,258クラ

ス、中学校 38校の533クラス）で、男女平等の内容を含んだ授業を実施した

かについて全ての市立小中学校への照会調査を行い算出した割合です。 

 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

取り組んだ園の割合 100％ 100％ 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成28年度に全ての市立保育園、市立幼稚園、認定こども園（保育園 48園、

認定こども園 5 園、幼稚園 60 園）で、男女平等の視点から保育・教育や保護

者への啓発等に取り組んだかについて全ての市立保育園、市立幼稚園、認定こ

ども園への照会調査を行い算出した割合です。 

 

 

 

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

情報発信回数 － 毎年 15回以上 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成29年度から市が実施する事業で、さんかくカレッジ（岡山市男女共同参画 

   大学）受講者による情報発信の回数です。この数値目標は平成30年度に現状値

の把握を行います。 

 

【目標①】 小中学校において男女平等の内容を含んだ授業を実施したクラスの割合 

【目標②】 保育所・幼稚園・認定こども園において男女平等の視点から保育・教育

や保護者への啓発に取り組んだ園の割合 

【目標③】 「さんかくカレッジ」講座内容の情報発信回数 

７ 



 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

受講者数 678人 毎年 700人以上 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成28年度中に市が実施した性別に関わるハラスメント研修・出前講座の受講 

者総数です。 

 

 

 

■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝学校生活で男女が平等に扱われていると感じる児童・生徒の割合 

 

●平成２９年度現状値 

 全体 男子 女子 

小学生 86.4％ 86.0％ 86.8％ 

中学生 85.3％ 82.5％ 88.4％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成29年 9月に、全ての市立小中学校において小学5年生1クラスの児童（計 

2,422名)と中学2年生1クラスの生徒(計1,179名)を対象にアンケート調査を 

実施。 

   ・学校生活の中で男女が「平等にあつかわれていると思う」または「どちらかとい

えば平等にあつかわれていると思う」と答えた児童・生徒の割合です。 

   ・小学 5 年生で「平等にあつかわれていると思う」(42.4%)または「どちらかとい

えば平等にあつかわれていると思う」(44.0%)と答えた児童の割合は、86.4%で

す。 

   ・中学 2 年生で「平等にあつかわれていると思う」(37.8%)または「どちらかとい

えば平等にあつかわれていると思う」(47.5%)と答えた生徒の割合は、85.3%で

す。 

 

 

 

【目標④】 市の実施する性別に関わるハラスメント研修・出前講座の受講者数 

【指標A】 小中学生の男女平等感 

８ 



 

 

 指標の定義 

＝「男女共同参画社会※」という言葉の意味を知っている人の割合 

※男女共同参画社会とは、「性別にかかわらず、社会のあらゆる分野の活動にお

いて、一人ひとりの個性や能力が十分に生かされる社会」のこと。 

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

42.7％ 48.6％ 39.4％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成29年 9月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数375人） 

   ・男女共同参画社会について※の説明より「もっと詳しい内容を知っている」また

は「おおむねこの程度は知っている」と答えた人の割合(42.7%)です。 

   ・参考までに、「言葉ぐらいは知っている」と答えた人の割合は43.0%です。 

 

 

 

 指標の定義 

＝18歳未満の子どものインターネット使用において、有害情報のフィルタリン 

グを利用している、または利用したいと考える人の割合 

※フィルタリングとは、スマートフォンなどで「子どもに見せたくないサイト」

の閲覧拒否設定をすること。 

 

●平成２９年度現状値 

 全体 男性 女性 

利用している 26.3％ 20.0％ 29.0％ 

利用したいと考えている 53.5％ 57.1％ 51.6％ 

計 79.8％ 77.1％ 80.6％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成29年 9月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数375人） 

   ・「１８歳未満の子どもがいる方」（99人）の回答結果を集計しています。 

   ・参考までに、「あまり利用したいと考えたことはない」または「まったく利用した

いと考えていない」と答えた人の割合は 15.1％、「わからない」と答えた人の割

合は5.1％です。 

 

【指標C】 子どものインターネット使用におけるフィルタリング普及率 

【指標B】 「男女共同参画社会」という言葉の認知度 

９ 



 

 

 

 指標の定義 

＝職場でセクハラなど性別に関わるハラスメントが発生した場合の相談体制や 

対応マニュアルがある事業者の割合 

 

●平成２９年度現状値 

87.2％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

・平成29年 10月に公正採用選考人権啓発推進員研修に参加した563事業所にア 

ンケート調査を実施。（回収数228事業所） 

・ハラスメントが発生した場合に、何らかの対応ができる相談体制や対応マニュア

ルがあると回答した事業者の割合(87.2%)です。内訳は、「相談体制と対応マニュ

アルが両方ともある」（44.7%）、「相談体制だけある」(39.4%)、「対応マニュア

ルだけある」(3.1%)です。 

 

 

【指標D】 職場における性別に関わるハラスメントへの対応度 

10 



重点目標２ 配偶者等からの暴力防止及び被害者支援の推進（DV 対策基本計画） 

 

■数値目標の現状値 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

受講者数 561人 毎年 500人以上 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成２８年度中に市が実施した DV・デート DV 防止啓発講座等の受講者総数

です。 

  ・講座等は、一般市民（大学生含む）及び市職員を対象とした人権啓発を含むDV

防止啓発講座並びに大学生を対象としたデートDV防止啓発講座を計22回（一

般市民向け：15回、大学生向け：4回、市職員向け：3回）行った。 

 

 

 

■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝市内にあるＤＶの専門的な相談機関（市男女共同参画相談支援センター・女 

性相談所・ウィズセンター）を知っている人の割合 

＜参考＞市男女共同参画相談支援センターのＤＶ相談件数 

（平成 28年度：818件） 

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

24.1％ 15.7％ 29.8％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数 375人） 

・市内にあるＤＶについての専門的な相談機関を１つ以上知っていると答えた人の 

割合です。 

 

 

【目標⑤】 市の実施する DV・デート DV防止啓発講座等の受講者数 

【指標 E】 公的相談機関の周知度 
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 指標の定義 

＝配偶者・パートナーや交際相手からの身体的暴力、精神的暴力等の行為は、 

重大な人権侵害行為であると認識する人の割合 

 

●平成２９年度現状値 

 全体 男性 女性 

殴られる、蹴られる（身体的暴力） 94.4％ 94.4％ 94.5％ 

何を話かけても無視される（心理的攻撃） 93.5％ 93.1％ 94.0％ 

見たくないポルノ雑誌・映像などを 

見せられる（性的強要） 
92.1％ 91.0％ 93.0％ 

生活費を渡してくれない、お金の使い方を 

細かくチェックされる（経済的圧迫） 
89.1％ 85.4％ 92.0％ 

交友関係や行き先、電話・メールを細かく 

監視される（社会的拘束） 
90.8％ 91.0％ 90.7％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数 375人） 

・殴られる、蹴られる行為は、「重大な人権侵害だと思う」(88.7%)または「どちら

かといえば重大な人権侵害だと思う」(5.6%)と答えた人の割合(94.4%)です。男

女別に見ると、「重大な人権侵害だと思う」(男性90.3%、女性 88.1%)、「どちら

かといえば重大な人権侵害だと思う」(男性 4.2%、女性 6.4%)です。 

・何を話かけても無視される行為は、「重大な人権侵害だと思う」(73.7%)または「ど

ちらかといえば重大な人権侵害だと思う」(19.9%)と答えた人の割合(93.5%)で

す。男女別に見ると、「重大な人権侵害だと思う」(男性 71.5%、女性 75.2%)、

「どちらかといえば重大な人権侵害だと思う」(男性 21.5%、女性 18.8%)です。 

・見たくないポルノ雑誌・映像などを見せられる行為は、「重大な人権侵害だと思う」 

(72.6%)または「どちらかといえば重大な人権侵害だと思う」(19.6%)と答えた 

人の割合(92.1%)です。男女別に見ると、「重大な人権侵害だと思う」(男性67.4%、 

女性 77.1%)、「どちらかといえば重大な人権侵害だと思う」(男性 23.6%、女性 

15.9%)です。 

・生活費を渡してくれない、お金の使い方を細かくチェックされる行為は、「重大な

人権侵害だと思う」(68.4%)または「どちらかといえば重大な人権侵害だと思う」

(20.7%)と答えた人の割合(89.1%)です。男女別に見ると、「重大な人権侵害だと

思う」(男性 55.6%、女性77.0%)、「どちらかといえば重大な人権侵害だと思う」 

(男性 29.9%、女性 15.0%)です。 

【指標 F】 DV・デート DVに対する認識度 
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・交友関係や行き先、電話・メールを細かく監視される行為は、「重大な人権侵害だ

と思う」(64.8%)または「どちらかといえば重大な人権侵害だと思う」(26.0%)

と答えた人の割合(90.8%)です。男女別に見ると、「重大な人権侵害だと思う」(男

性 55.6%、女性 70.2%)、「どちらかといえば重大な人権侵害だと思う」 (男性

35.4%、女性 20.5%)です。 
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重点目標３ 性と生殖の健康と権利の確保及び生涯を通じた健康支援 

 

■数値目標の現状値 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

開催数 77 回 毎年 80回以上 

 

 ●現状値の説明 

 ・平成 28 年度中に市が実施したエイズ・性感染症・性教育に関する出前講座の開催 

数です。 

 

 

 

■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝性についての悩みを相談できる大人を身近に持つ中学生の割合  

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

59.5％ 51.3％ 68.2％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、全ての市立中学校において2 年生の 1 クラスの生徒(計 1,179 

名)を対象にアンケート調査を実施。 

 

 

 

 指標の定義 

＝過去１年間に健康診査（健診）を受診した人の割合 

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

83.3％ 89.0％ 79.6％ 

 

【目標⑥】 市の実施するエイズ・性感染症・性教育に関する出前講座開催数 

【指標 G】 中学生の性に関する相談の充実度 

【指標H】 健康診査（健診）の受診率 

14 



 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民 1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数 375 人） 

 

 

 

 指標の定義 

＝「LGBT」という言葉の意味を知っている人の割合 

※「LGBT」とは、レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセ

クシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（身体の性（生物学的性）と心

の性（性自認）が一致していない人）の頭文字をとった総称です。身体の性

と心の性が一致しており、異性を好きになるタイプにあてはまらない、いわ

ゆるセクシュアル・マイノリティ（性的少数者）を表す言葉のこと。 

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

38.1％ 33.8％ 42.3％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民 1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数 375 人） 

   ・参考までに、「言葉ぐらいは知っている」と答えた人の割合は 36.2％です。 

 

【指標 I】 「LGBT」という言葉の認知度 
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重点目標４ 固定的な性別役割分担の解消 
 

■数値目標の現状値 

 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

受講者数 7,967 人 毎年 6,000人以上 

 

 ●現状値の説明 

   ・平成 28年度中に市が実施した固定的な性別役割分担意識を解消するための啓発 
講座の受講者総数です。 

・「さんかくウイーク」の行事として開催される啓発講座の受講者数を含みます。 

 

 

■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝「男は仕事、女は家庭」という考え方に否定的な人の割合  

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

68.9％ 68.8％ 69.0％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民 1,000人を対象にア 

ンケート調査を実施。（回収数 375人） 

   ・「男は外で働くもの、女は家庭を守るものだ」という考え方について「そう思わな

い」(45.4%)又は「どちらかといえばそう思わない」(23.5%)と答えた人の割合

です。男女別に見ると、「そう思わない」(男性 42.4%、女性 47.7%)、「どちらか

といえばそう思わない」 (男性 26.4%、女性 21.3%)です。 

 

 

 

 指標の定義 

＝男性が担っている家事、子育ての割合 

 

【目標⑦】 市の実施する固定的な性別役割分担意識を解消するための啓発講座の 
受講者数 

【指標 J】 固定的な性別役割分担意識の解消度 

【指標 K】 男性の家事、子育て分担割合 
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●平成２９年度現状値 

 全体 男性 女性 

家事 25.1％ 29.8％ 21.8％ 

子育て 28.7％ 28.4％ 29.4％ 

 

 

 

20歳代 30歳代 40歳代 

34.3％ 34.8％ 33.7％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民 1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数 375人） 

・家庭で男性が担当している家事（炊事、掃除、洗濯、買い物、家事雑事）の割合

について、 0%から 100％までの間の 10％刻みの数字のうちで最も近い数字を

答えてもらいました。 

・割合別の内訳は、0割（9.1%）、1割（29.0%）、2割（20.8%）、3割（20.2%）、

4 割（5.4%）、5割（8.2%）、6割（1.6%）、7割（1.3%）、8 割（1.9%）、9

割（0.9%）、10割（1.6%）となっています。ただし、女性のみ、または男性の

みの家庭は除いています。 

・子どものいる家庭で男性が担当している子育ての割合について、0％から 100％

までの間の 10％刻みの数字のうちで最も近い数字を答えてもらいました。 

・割合別の内訳は、0割（9.3%）、1割（17.1%）、2割（21.4%）、3割（20.7%）、

4割（12.9%）、5割（12.9%）、6割（0.7%）、7割（0.7%）、8割（1.4%）、

9割（0%）、10割（2.9%）となっています。ただし、子どもがいない家庭、あ

るいは女性のみ、または男性のみの家庭は除いています。 

 

 

 

 指標の定義 

＝来客があった際に、男性社員も女性社員もお茶を出す事業者の割合 

 

●平成２９年度現状値 

38.6％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年10 月に公正採用選考人権啓発推進員研修に参加した 563 事業所にア 

  ンケート調査を実施。（回収数 228事業所） 

【指標 L】 事業者における固定的な性別役割分担の解消度 

参考：男性の子育て分担割合（年代別） 
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重点目標５ 国際的な取組についての理解及び協調、連携 

 

■数値目標の現状値 

 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

受講者数 878人 毎年 300人以上 

 

 ●現状値の説明 

   ・平成 28年度中に市が実施した世界の動きや国際的な取組についての講座・研修 
の受講者総数です。 
 

 

■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝「ジェンダー」という言葉の意味を知っている人の割合  

※ジェンダーは、国連などの国際会議でも使われ、世界的にも広く認められて

いる言葉。生物学的性別（セックス／ｓｅｘ）に対して、社会通念や慣習の

中には、社会によって作り上げられた「女性像」「男性像」があり、このよう

な女性、男性の別のこと。 

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

21.9％ 20.8％ 23.1％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成29年 9月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民1,000人を対象にア 

ンケート調査を実施。（回収数375人） 

   ・参考までに、「言葉ぐらいは知っている」と答えた人の割合は38.4%です。 

 

 

 

 指標の定義 

＝これからも岡山市に住み続けたいと思う外国人の割合 

 

【目標⑧】 市の実施する世界の動きや国際的な取組についての講座・研修の 
受講者数 

 

【指標M】 「ジェンダー」という言葉の認知度 

【指標N】 岡山市に住み続けたい外国人の割合 

18 



 

●平成２９年度現状値 

72.9％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

・平成29年9月に、住民票から無作為抽出した外国人市民400人を対象に 

アンケート調査を実施。（回収数61人） 

    ・岡山市に「住み続けたい」または「できれば住み続けたい」と答えた人の割合 

です。 
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重点目標６ 市と市民等とのパートナーシップによる協働 

 

■数値目標の現状値 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

参加者数 4,782 人 毎年 3,000人以上 

 

 ●現状値の説明 

・さんかくウイーク 201６（平成 2８年度岡山市男女共同参画推進週間）中の行事

への参加者総数です。 

 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

参加率 38.9％ 50％ 

 

 ●現状値の説明 

  ・「さんかく岡山」の登録団体(54 団体)のうちで、さんかくウイーク 2016 にお

いて、その実行委員会メンバー又はイベントの主催者等として参加した団体の

割合です。 

 

 

 

■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝「さんかくウイーク」の行事へ参加したことがある、または「さんかく 
ウイーク」を知っている人の割合 

     ※さんかくウイークとは、岡山市男女共同参画推進週間の愛称のこと。 

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

25.7％ 23.4％ 27.4％ 

 

【目標⑨】 「さんかくウイーク」への参加者数 

【目標⑩】 「さんかくウイーク」への「さんかく岡山」登録団体の参加率 

【指標Ｏ】 「さんかくウイーク」の認知度 
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 ●平成２９年度現状値の説明 

・平成 29 年 9月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民 1,000 人を対象にアン

ケート調査を実施。（回収数 375 人） 

・さんかくウイークについて、「行事に参加したことがある」または「知っているが

行事に参加したことはない」と答えた人の割合です。 

 

 

 

 指標の定義 

＝「さんかく岡山」の事業内容を知っている人の割合 

 

●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

43.2％ 36.6％ 48.6％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民 1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数 375 人） 

・さんかく岡山で実施している事業（講演会・講座、地域への出前講座、図書の閲

覧・貸出、映画会、相談（ＤＶ等）、会議室や展示コーナーの貸出、託児、その他）

について、1 つ以上知っていると答えた人の割合です。 

 

 

 

 

【指標Ｐ】 「さんかく岡山」の事業内容の認知度 
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重点目標７ 仕事と生活の調和の推進 
 

■数値目標の現状値 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

待機児童数 849 人 ０人 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成 29 年4 月 1日現在における保育所等待機児童数です。 

 

 

 

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

受講者数 109 人 毎年 100人以上 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成 28 年度中に市が実施した男性管理職向けセミナーの受講者総数です。 

 

 

 

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

入所児童の割合 79.7％ 100％ 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成 29 年 4 月 1日現在における放課後児童クラブの入所希望に対する入所児

童の割合（利用児童数／平成 29年度利用見込児童数）です。 

  ※平成 29 年度利用見込児童数は「子ども・子育て支援に関するアンケート調査」

結果より算出。 

 

 

 

 

 

 

 

【目標⑪】 保育所等の待機児童数 

【目標⑬】 放課後児童クラブの入所希望に対する入所児童の割合 

【目標⑫】 市の実施する男性管理職向けセミナーの受講者数 

～放課後子ども教室～ 

岡山市では「放課後児童クラブ」の充実を進めるとともに、平日の放課後や学校

休業日に児童・生徒を対象とした安全・安心な居場所づくりを行い、その中で地域

住民との交流や、各種体験学習活動を行うことを目的とした「放課後子ども教室」

事業も実施しています。 

放課後子ども教室は、小学校区を単位として、地域住民の方々を主体とした実行

委員会により、その運営が行われています。              

【平成 28 年度実績：計 28 教室】 
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■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝３歳児の父親が積極的に育児に参加している割合 

 

●平成２９年度現状値 

86.8％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 8月及び9 月の三歳児健診対象者992 人を対象にアンケート調査を 

実施。（回収数 578 人） 

・父親の育児について「積極的に参加していると思う」または「どちらかといえば 

積極的に参加していると思う」と回答した人の割合です。 

 

 

 

 指標の定義 

＝介護経験のある男性の割合 

 

●平成２９年度現状値 

64.5％ 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民 1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数 375 人） 

   ・現在または過去、家庭において介護が必要な人がいる（いた）と答えた人の中で、

介護をしている（した）と答えた男性の割合です。 

   ・参考までに、現在または過去、家庭において介護が必要な人がいる（いた）と答

えた人の中で、介護をしている（した）と答えた女性の割合は 83.0％です。 

 

 

 

 指標の定義 

＝仕事と生活とのバランスがとれていると思う人の割合 

 

 

 

【指標Ｑ】 父親の育児への積極的参加率 

【指標Ｓ】 仕事と生活とのバランスの満足度 

【指標Ｒ】 男性の介護参加率 
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●平成２９年度現状値 

全体 男性 女性 

54.9％ 48.2％ 60.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２９年度現状値の説明 

 ・平成 29年 9 月に、住民基本台帳から無作為抽出した市民 1,000人を対象にアン 

ケート調査を実施。（回収数 375 人） 

   ・「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活（地域活動・学習・趣味・つきあい等）」

等のバランスがとれているかどうかについて「よくとれている」(8.9%)又は「ど

ちらかといえばとれている」(45.9%)と答えた人の割合です。 

 

 

 

【正規社員】 

 

 

 

 

 

 

【非正規社員（パート・アルバイト、派遣社員）】 

 

 

 

 

 

 

【その他（自営業、農林漁業、その他）】 

 

 

 

参考：仕事と生活とのバランスがとれていると思う人（働き方別） 
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重点目標８ 働く場における女性の活躍推進 
 

■数値目標の現状値 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

受講者数 370人 毎年 300人以上 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成28年度中に市が実施した企業における女性活躍推進の啓発講座等の受講者 

総数です。 

 

 

 

 

 

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

受講者数 60.5％ 毎年 80％以上 

 

 ●現状値の説明 

    ・平成 28年度中に市が実施した再就職支援講座受講者のうち就職に向けて活動 

した人の割合です。 

 

 

 

■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝女性管理職を増やすために具体的な取組を行っている事業者の割合 

※管理職とは、組織系列の各部署において配下の係員等を指揮・監督する役職 

などのこと。 

 

●平成２９年度現状値 

25.6％ 

 

 

【目標⑭】 市の実施する企業における女性活躍推進の啓発講座等の受講者数 

【指標Ｔ】 女性管理職を増やす取組を行っている事業者の割合 

【目標⑮】 市の実施する再就職支援講座受講者のうち就職に向けて活動した人 

の割合 
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 ●平成２９年度現状値の説明 

・平成29年 10月に公正採用選考人権啓発推進員研修に参加した563事業所に

アンケート調査を実施。（回収数228事業所） 
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重点目標９ 政策・方針の決定過程への男女共同参画の促進 

 

■数値目標の現状値 

 

 

    

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

女性委員 41.9％ いずれの性の委員 

も 40％以上 男性委員 58.1％ 

 

 ●現状値の説明 

  ・平成 29年4月 1日現在における市の審議会委員の割合です。 

  ・対象となる審議会等は、地方自治法第 138 条の 4 第 3 項の規定に基づき市が

設置した全ての附属機関〔計 6２(委員数 0を除く)〕です。 

 

 

 

 

●現状値 

年度 H29 H33目標値 

女性管理職割合 10.6％ 15％ 

 

 ●現状値の説明 

・平成 29年4月 1日現在において、管理職職員(教育職を除く課長相当職以上) 

405人のうちで、女性（43人）が占める割合です。 

・参考までに、平成 29年 4月1日現在の市職員総数(教育職を除く)は 5,332人 

（女性 2,024 人、男性 3,308人）です。また、女性又は男性職員それぞれの職

員総数において、管理職職員が占める割合は女性2.1％、男性 10.9％です。 

 

 

 

■成果指標の現状値 

 

 

 

 指標の定義 

＝単位町内会長に占める女性の割合 

 

【目標⑯】 市の審議会委員の割合 

【指標Ｕ】 単位町内会長の女性の割合 

【目標⑰】 市職員の女性管理職の割合 
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●平成２９年度現状値 

5.7％ 

 

 

 ●平成２９年度現状値の説明 

・平成 29年 4月 1日現在のすべての単位町内会（1,719）における女性の単位

町内会長の割合です。 

 

 

 

 指標の定義 

＝市内の小学校・中学校の PTA 会長に占める女性の割合 

 

●平成２９年度現状値 

9.5％ 

 

●平成２９年度現状値の説明 

・平成 29 年度において、市立の全ての小・中学校（126校）のＰＴＡ会長のう

ちで、女性が占める割合です。 

・内訳は、小学校で 9.0%（8校）、中学校で 10.8%(4校)となっています。 

 

【指標Ｖ】 PTA会長の女性の割合 
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